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Abstract.  The upper Neogene Pegu Group and Irrawaddy beds of Central Myanmar yield abundant perissodactyl 
and artiodactyl (cetartiodactyl) fossils. The upper Pegu or lowest Irrawaddy fauna is correlated with the middle 
Miocene Chinji fauna of the Siwalik Group, Indo-Pakistan, which contains Brachypotherium, Listriodon, and 
Microbunodon. The occurrence of Hipparion, Tetraconodon, Bramatherium, and some bovids (e.g., Selenoportax 
and Pachyportax) represents the early late Miocene fauna in Central Myanmar. Hipparion and Bramatherium 
disappeared in the latest Miocene or early Pliocene, while the bovids survived until this period. The latest 
Miocene/early Pliocene fauna is characterized by dominance of bovids and hippos (Hexaprotodon), which 
indicate the increase of grassland. The late Pliocene fauna is basically not different from the latest Miocene/
early Pliocene fauna because many perissodactyl and artiodactyl species continuously occur from both horizons 
of the Irrawaddy beds. Through the late Neogene, there were a few times of faunal and floral changes in 
continental Southeast Asia, and one of the remarkable change was during the late Miocene. Many forest 
dwellers that existed in the middle Miocene to early late Miocene were probably extinct at least before the 
latest Miocene when grasslands or open woodlands expanded in Central Myanmar.
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はじめに
ミャンマー中部の新第三系哺乳類化石の大半は有蹄類

であり，なかでもウシ科の産出数が圧倒的に多い．19世
紀以降，インド・パキスタン地域の新第三系シワリク層
群Siwalik Groupとともにミャンマー中部の淡水成ペグー
層Fresh Water Pegu bed（中期中新世後期）とイラワジ
堆積層Irrawaddy beds（後期中新世～後期鮮新世）から
多くの哺乳類化石が採取され，その中にサイやウマ，カ
バ，ウシといった奇蹄類と偶蹄類の化石が含まれていた
（Pilgrim, 1910a, 1910b, 1939; Matthew, 1929; Colbert, 
1938, 1943など）．これらの研究ではイラワジ哺乳類相と
シワリク哺乳類相が対応づけられ，同年代の南アジアか
ら東南アジアに共通した種が分布していたと考えられて
きた．しかしイラワジ堆積層から発見されている哺乳類
化石には新しい分類群が含まれており，最近の研究は20

世紀までの知見と大きく変わってきている（Takai et al., 
2006; Chavasseau et al., 2013; 高井ほか, 2018）．
奇蹄類や偶蹄類のように化石の産出数が多い動物は生

層序対比に有効であることから，最新の調査結果に基づ
いてイラワジ哺乳類相の年代変化を再確認していく必要
がある．本稿ではミャンマー中部の淡水成ペグー層とイ
ラワジ堆積層から産出した奇蹄類・偶蹄類化石に焦点を
当てて，これまでの研究と最近の知見を総括する．なお，
ミャンマー中部の地質構造とイラワジ堆積層，および本
稿で取り上げた各分類群の産地や産出層準については高
井ほか（2018）で詳述しているので参照されたい．
標本の保管場所と略号（全てミャンマー）：ミャンマー

考古局北部（マンダレー），AML-N-IR；ピンウールウィ
ン植物園化石博物館，BGFM-PKK；マンダレー大学地質
学科，MUDG-V；ミャンマー国立博物館，NMMP-KU-
IR（以下IRと省略），NM-YNG，NMM IAH；ヤンゴン
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大学地質学科，YUDG-Mge；ネピドー博物館，NPT．
略語：P/p，上顎／下顎小臼歯（前臼歯）；M/m，上顎

／下顎大臼歯（後臼歯）．

ミャンマーの新第三紀奇蹄目化石
サイ科Rhinocerotidae
現在，東南アジアにはスマトラサイDicerorhinus 
sumatrensisとジャワサイRhinoceros sondaicusの2種が生
息している．D. sumatrensisはスマトラ島，マレー半島
南部，ボルネオ島北東部に生息する小型種で，2本の角
を持つ．R. sondaicusは東南アジア大陸部から島嶼部ま

で広く分布していた単角のサイであるが，現在ではジャ
ワ島にしか生息していない．両種ともかつてはミャン
マーに分布しており，イラワジ堆積層からDicerorhinusと
Rhinocerosの化石が多く見つかっている（Colbert, 1938, 
1943; Chavasseau et al., 2006; Zin-Maung-Maung-Thein 
et al., 2006, 2008, 2010）．
ミャンマーの中部中新統から産出するサイ科化石のほ

とんどは，テレオセラス族Teleoceratiniのブラキポテリ
ウム属Brachypotheriumである．Brachypotheriumは大型
で角がなく，牙状に突き出した下顎切歯と比較的歯冠
の高い頬歯が特徴である（図1A）．アジアでは前期～後
期中新世に生息していたようで（Heissig, 1972; Tong, 

図1．イラワジ堆積層のサイ科化石．A，Brachypotherium perimenseの左M3，MUDG-V 1134，タンビンカン産，咬合面観．B，Dicerorhinus 
cf. sumatrensisの右下顎骨（含p2‒m3），IR 0358/0359，スーレーゴン産，頰側面観．C，Rhinoceros sondaicusの上顎骨（含右P2‒M2, 左
P1‒P4），BGFM-PKK 18，産地不詳：C1，右側面観；C2，咬合面観．
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2001; Welcomme et al., 2001など），ミャンマーでも中
部中新統または上部中新統下部から歯の化石が発見さ
れている．タンビンカンThanbinkanなど淡水成ペグー
層（またはカボー層Khabo Formation）から産出してい
るBrachypotheriumは，かつてRhinoceros irravaticusや
Aceratherium perimenseと同定されていたが（Lydekker, 
1876, 1881; Pilgrim, 1910b; Matthew, 1929），最近は
Brachypotherium perimenseで統一するのが一般的である
（Heissig, 1972, Zin-Maung-Maung-Thein et al., 2010）．
Chavasseau et al.（2006）はチャウンターChaungtha 

の 中 部中新統から産出したサイ科化石を 2 種
（Brachypotherium fatehjangenseと属種不明のサイ科）に
分類した．ミャンマー西部ガンゴーGangawの中部中
新統モウ層Maw beds（淡水成ペグー層に相当）からは
“Diceratherium” naricumが報告されているが（Pilgrim, 
1912; Cotter, 1938），その後の追加標本はなく，本種は
Diceratheriumの属するテレオセラス族ではなくアセラテ
リウム族Aceratheriiniの一種かもしれない．いずれの種
も分類は定かではないが，中期中新世のミャンマー中部
にはサイ科が少なくとも4種生息していたようである．
後期中新世以降のイラワジ堆積層からは主にサイ亜族
RhinocerotinaのRhinocerosが産出しており，少なくとも
上部中新統の最上部から鮮新統にかけてBrachypotherium
は見つかっていない（Zin-Maung-Maung-Thein et al., 
2010）．イラワジ堆積層からの産出標本はほとんどが遊離
歯であるため，種同定は困難な場合が多い．上部鮮新統
が分布するグウェビンGwebinからは臼歯列の保存された
サイ科の頭骨化石が発見されており，絶滅種Dicerorhinus 
gwebinensisとして新種記載された（Zin-Maung-Maung-
Thein et al., 2008）．また，グウェビンとほぼ同年代の地
層が分布するスーレーゴンSulegonからは現生のスマト
ラサイに類似した種Dicerorhinus cf. sumatrensisが発見さ
れている（Zin-Maung-Maung-Thein et al., 2010; 図1B）．
もう一方の現生種Rhinoceros sondaicusも同時期に出現し
ているので（図1C），東南アジアに現生するRhinoceros
とDicerorhinusの系統は後期中新世から鮮新世の間に放
散したことが示唆される．

カリコテリウム科Chalicotheriidae
カリコテリウム科は第四紀初頭に絶滅した奇蹄目の一

群で，上下の臼歯にW型の稜を持ち，鉤爪を有している．
比較的低歯冠であることから，どちらかと言えば森林棲
の動物であるとされている．
イラワジ堆積層からカリコテリウム科化石の産出記録

は非常に少ない．Noetling（1897）はイェーナンジャウ
ンYenangyaungの“下部鮮新統”から産出した左大腿骨
化石をカバ科のHexaprotodon iravaticusのものであると
した．Hooijer（1950）はこの大腿骨に第三転子があるこ
となどから，おそらくカリコテリウム科のものと考えた．

しかし他の奇蹄類との詳細な比較をしておらず，この化
石が確実にカリコテリウム科であることは証明できてい
ない．また産出層準も，後述するヒッパリオンHipparion
の産出層の約15 m上部としており，本当に下部鮮新統で
あるか疑問が残っている．
Tsubamoto et al.（2006）はグウェビンの上部鮮新統
から見つかった2つの遊離歯化石をカリコテリウム科の
Nestoritheriumとして報告した．あまりにも断片的すぎ
るので属の同定は不確実だが，イラワジ堆積層から初め
て産出した確実なカリコテリウム科化石である．また，
Chavasseau et al.（2010）はマグウェイMagway地域の
オンウェOndwe村近郊の上部中新統からカリコテリウ
ム亜科Chalicotheriinaeの下顎骨化石を報告した．この化
石にはp4とm1が保存されているが，属種の同定までは
至っていない．最近はチャインザウックChaingzaukの
上部中新統上部または下部鮮新統からもカリコテリウム
科の下顎大臼歯化石が発見されている（図2）．以上の化
石記録をもとにすると，ミャンマー中部ではカリコテリ
ウム科が後期中新世から後期鮮新世まで生息していたこ
とが確実である．属種の同定は今後の追加標本の発見を
待たなくてはならないが，グウェビンおよびチャインザ
ウックから産出した標本は，歯冠が比較的低いことなど
から，カリコテリウム亜科の可能性が高い．

ウマ科Equidae
ウマ科の化石は，イェーナンジャウンからマグウェイ
にかけて複数の地点に分布する上部中新統から産出する
（Stamp, 1922; Colbert, 1938; Takai et al., 2006; Jaeger et 
al., 2011）．ほとんどの標本が遊離歯と体肢骨の一部であ
るが，上顎頬歯の特徴などから現生のウマ属Equusでは
なく，3本指の化石種ヒッパリオン属Hipparionであるこ
とが確認されている．
これまでミャンマーで見つかっていたヒッパリオン

類の化石は，暫定的にHipparion antelopinumまたは
Hipparion sp.として報告されてきた（Colbert, 1938; Takai 
et al., 2006; Jaeger et al., 2011）．そもそもHipparion 
antelopinumはシワリク層群中部のドク・パタン層Dhok 

図2．イラワジ堆積層のカリコテリウム科の右下顎大臼歯，AML-
N-IR 0035，チャインザウック産，咬合面観．
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Pathan Formationから産出した左上顎骨片をもとに
Hippotherium antelopinumとして記載され（Falconer and 
Cautley, 1849），後にHippotheriumとの違いからHipparion 
antelopinumに変更された（Gaudry, 1862）．ヒッパリオ
ン類は主に頭骨の特徴に基づき分類されるため，遊離歯
や骨の破片だけでは確実な種同定が見込めない．
ユーラシアのヒッパリオン類の系統分類は未だに混乱

を極めているが，現在のところ以下の4系統に分ける説が
有力である：（1）Hippotherium-Complex（旧大陸におけ
る初期のヒッパリオン類），（2）Hipparion s.s.-group（狭
義のヒッパリオン），（3）Cremohipparion-group（東部地
中海周辺のヒッパリオン類），（4）“Sivalhippus” -Complex
（南アジアのシワリク系のヒッパリオン類）（Bernor and 
Hussain, 1985）．このなかでHipparion antelopinumは
Hipparion s.s.-groupに含まれるが，イェーナンジャウン
から見つかったヒッパリオン類の上顎頬歯のエナメル皺
のパターンは，Hipparion antelopinumの模式標本よりも
複雑でpli caballinが2重または3重をなす（図3）．これら
は“Sivalhippus” -Complexの特徴と一致する．したがって
ミャンマーのヒッパリオン類はHipparion antelopinumで
はなく，シワリクに生息していた“Sivalhippus” -Complex
の系統に属する可能性が高い．特にSivalhippus perimense

とSivalhippus theobaldiのどちらか，あるいは両方の
種が生息していた可能性がある（なお研究者によって
はSivalhippusを亜属とみなし，Hipparion perimenseと
Hipparion theobaldiとすることもあるので注意が必要で
ある）．またSun（2013）は中国雲南省の上部中新統産
HipparionをHipparion theobaldiとHipparion lufengensis
の2種に分け，ミャンマーのヒッパリオン類は前者に含
まれるとしている．タイ北部の上部中新統下部ソップ・
メ・タム動物相Sop Mae Tham faunaからもHipparionの
化石が見つかっているが，種は同定されていない（仲谷
ほか, 2002）．
シワリクや中国雲南省からはHipparionだけではなく
Equusも多数報告されている（Colbert, 1935a, 1940）．
ミャンマーではEquusの報告はほとんどないが，更新世
以降の堆積物から唯一E. yunnanensisとされる歯が見つ
かっている（Colbert, 1943）．

ミャンマーの新第三紀偶蹄目化石
イノシシ科Suidae
イノシシ科はミャンマーの中部中新統からもイラ

ワジ堆積層からも多産する動物群である（Pilgrim, 
1910a, 1910b, 1926, 1927; Matthew, 1929; Colbert, 
1935a, 1938, 1943; Cotter, 1938）．現在はリストリ
オドン亜科ListriodontinaeのListriodon，テトラコノ
ドン亜科Tetraconodontinaeの Parachleuastochoerus，
Tetraconodon，Sivachoerus，イノシシ亜科SuinaeのSus，
Propotamochoerus，Potamochoerusが確認されている．
リストリオドン亜科は二稜性の臼歯を持つことが特
徴である．ザガイン管区のタウンビンジTaungbyinge
周辺で“マストドン類”（長鼻目）とともにListriodon 
pentapotamiaeが報告されている（Pilgrim, 1927）．その
産出層はおそらく中期中新世末の淡水成ペグー層と思わ
れるが確実ではない．アジアにおけるリストリオドン亜
科の最古の化石はパキスタンのブグティBugtiの下部中新
統から産出している．シワリクでは中部中新統チンジ層
Chinji FormationからL. pentapotamiaeが報告されており
（Pilgrim, 1926; Colbert, 1935a），中国でも同年代の地層
からListriodonが発見されている（Colbert, 1934; Liu and 
Li, 1963; Chang, 1974）．
テトラコノドン亜科はP/p3とP/p4が大型化し，歯のエ

ナメル質の表面に皺があるのが特徴的な絶滅系統である．
Parachleuastochoerusは小型のテトラコノドン類で，南
ヨーロッパと中国南部，タイ北部の上部中新統から報告
されており（Pickford et al., 2004），ミャンマーではミン
ジンMingin近郊とイェーナンジャウン地域のトゥウィン
ゴンTwingonから化石が発見されている（図4）．ミャン
マーの標本は中国南部のParachleuastochoerus sinensisよ
りもやや小さいが，化石が断片的なため種同定には至っ

図3．イラワジ堆積層のウマ科（Hipparion sp.）の上顎頬歯．A，左
P4，MUDG-V 1135，イェーナンジャウン産：A1，頰側面観；A2，
咬合面観．B，左M1，MUDG-V 1062，イェーナンジャウン産：
B1，頰側面観；B2，咬合面観．
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ていない．
Tetraconodonは中型～大型のテトラコノドン類で，シ

ワリク層などから複数種（T. magnus，T. intermedius，
T. minor）が記載された（Pilgrim, 1910b, 1926; Van der 
Made, 1999）．ミャンマーでは上部中新統から4種（T. 
irramagnus，T. irramedius，T. minor，T. malensis）発見
されている（Pilgrim, 1910b; Thaung-Htike et al., 2005, 
2008; 図4）．テトラコノドン類の化石はそれほど多く
ないが，比較的大型で遠心の小臼歯が極端に大型化す
ることが知られている．T. malensisは最も小型の種で，
マレーMaléとチャウンウーChaung Uの淡水成ペグー
層最上部（中期中新世末）から産出した標本をもとに
新設された（Thaung-Htike et al., 2005）．Chavasseau 
et al.（2006）はT. malensisをタイから見つかっていた
Conohyus thailandicusと見なしていたが，Thaung-Htike et 
al.（2005）は小臼歯や大臼歯の大きさや形態が異なると
指摘して，Tetraconodonの新種に分類した．T. minorは
イェーナンジャウンから発見された標本をもとに記載され
た小型の種で（Pilgrim, 1926），2003年にパウクPaukの
南20 kmにあるチャインソンChaing Songから上顎歯列が

発見されている．模式標本も追加標本も詳細な発見地点
は不明であるが，近隣の化石産地の情報から年代は後期
中新世と思われる．またThaung-Htike et al.（2007）は上
部中新統から発見されたテトラコノドン類を2タイプの新
種（大型のT. irramagnusとやや小型のT. irramedius）と
して記載した．これらの種ではM/m1に対するP/p3，P/
p4，M/m3の比率や全体的なサイズがシワリクの種（T. 
magnusとT. intermedius）と明確に異なっていることか
ら区別できる．
Tetraconodonの進化傾向として，歯のサイズの大型化と
P/p3，P/p4の極端な肥大化が指摘されている（Pickford, 
1988; Van der Made, 1999; Thaung-Htike et al., 2007な
ど）．ミャンマー各地で様々な進化段階の化石が見つか
ることから，その起源と進化の中心地はミャンマーだっ
たのではないかとも考えられている（Thaung-Htike et 
al., 2007）．またシワリクではTetraconodonが9.3 Ma以降 
見つからないので，後期中新世の前半に絶滅したようで
ある．
Sivachoerusは中型のテトラコノドン類で，後期中新
世～鮮新世のアジア南部から見つかるSivachoerus prior

図4．イラワジ堆積層のイノシシ科化石（全て咬合面観）．A，Parachleuastochoerus sp.の右下顎骨（含p3‒p4），IR 0092，ミンジン産．B，
Propotamochoerus hysudricusの右下顎骨（含p3‒m3），IR 0190，チャインザウック産．C，Sivachoerus priorの左下顎骨（含p3‒m3），IR 
3702，チャインザウック産．D，Tetraconodon malensisの右下顎骨（含p4‒m3），IR 0084，マレー産．E，Tetraconodon minorの左下顎骨
（含p4‒m3），番号・産地不詳．F，Tetraconodon irramediusの左下顎骨（含p4‒m3），IR 0088，マレー産．G，Tetraconodon irramagnusの
左下顎骨（含p4），YUDG-Mge 090，産地不詳．
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の1種だけが含まれている（Pilgrim, 1926）．アフリカ
から発見されていた“Sivachoerus”は，現在では全て
Nyanzachoerusとして別属にされている（Van der Made, 
1999）．Van der Made（1999）はConohyusの一部や原始
的なNyanzachoerusをSivachoerusに含めているが，あまり
受け入れられていない．ミャンマーではチャインザウッ
ク，チャウンウー，セイピューSeikpyuなど後期中新世
～鮮新世の地点から発見されている（図4）．Sivachoerus
の進化史についてはアジア起源説とアフリカ起源説があ
り，前者は中期中新世のアジア南部に生息していたテト
ラコノドン科の小型種であるConohyusからSivachoerusが
分岐したという考えで（Colbert, 1935b; Van der Made, 
1999），後者は後期中新世～鮮新世にアフリカに生息して
いたNyanzachoerusがアジアに侵入してSivachoerusに進
化したとするものである（Pilgrim, 1926; Pickford, 1989）．
こういったSivachoerusの起源と初期進化の議論は未だに
続いているが，ミャンマーで見つかっているテトラコノ
ドン類の産出年代を確定することにより最終的な結論が
得られるだろう．
イノシシ亜科のPropotamochoerusは中期中新世から鮮

新世にアジア南部～アフリカに生息していた絶滅属で
ある（Harris and Liu, 2007）．ミャンマーからは中型の
Propotamochoerus hysudricusと小型のPropotamochoerus 
wui の 2 種が報告されている． Propotamochoerus 
hysudricus はシワリク層群中部のナグリ層Nagri 
Formation上部～ドク・パタン層から発見された化石を
もとに記載され，ミャンマーでは複数の地点（ティヤカ
ウThitkyakauk，ミンジン，チャインザウック）の上部
中新統～下部鮮新統から産出している（Thaung-Htike et 
al., 2006; 図4）．アラビア半島（アブダビ，アラブ首長国
連邦）と中国雲南省からも報告がある（Bishop and Hill, 
1999; Liu and Ji, 2004）．Propotamochoerus wuiは中国
雲南省禄豊（Lufeng）の上部中新統から発見されていた
下顎骨をもとに新種記載され（Van der Made and Han, 
1994），ミャンマーの上部中新統からもいくつか標本が
報告されている（Chit Sein, 2006）．この化石記録は後期
中新世にミャンマーと雲南省の動物相の交流があったこ
とを示している．
現在のミャンマーに生息するイノシシ科はイノシシSus 
scrofaのみであるが，Colbert（1943）はマグウェイ近郊
の上部イラワジ堆積層（後期鮮新世？）から発見された
下顎骨片をカワイノシシ属の一種Potamochoerus sp.とし
て記載した．カワイノシシは現在サハラ以南のアフリカ
に生息しているが，更新世にはシワリクや中国南部にも
分布していたらしい（Harris and Liu, 2007）．
Susは前期鮮新世にユーラシア大陸で出現したと考えら

れている（Harris and Liu, 2007）．Susに類似した化石は
グウェビンの上部鮮新統から発見されているが，断片的
でPropotamochoerusとの区別が難しい（Thaung-Htike et 

al., 2006）．確実にSusとみなせる化石が産出するのは更
新世以降である．ミャンマー南部に位置するナウンウェ
タウンNaungkwe Taungの中期更新世とみられる洞窟堆
積物中からSusに近縁な種を含む2種類のイノシシ科の化
石が報告されている（Pickford, 2013）．

アントラコテリウム科Anthracotheriidae
アントラコテリウム科はカバ科に近縁な絶滅グループ
である（Orliac et al., 2010）．ミャンマーでは中部始新
統ポンダウン層Pondaung Formation以降の時代から出現
し，少なくとも鮮新世（上部イラワジ堆積層）まで生息
していた（Tsubamoto et al., 2012）．中期中新世には鈍
頭歯型のMicrobunodon silistrensisと月状歯型のボスリオ
ドン亜科Bothriodontinaeが産出していて，どちらも低歯
冠で森林棲だと考えられる．
前期～後期鮮新世では低歯冠・ 鈍頭歯型の
Microbunodon milaensisと中歯冠・月状歯型で草原棲
（grazer）のMerycopotamus dissimilisが共産する（図5）．
これは，中期中新世と比べて鮮新世ではやや乾燥化したこ
とを示している．低歯冠のMicrobunodon milaensisはシワ
リク層群では後期中新世の前半で絶滅してしまう（Barry 
et al., 2002; Lihoreau and Ducrocq, 2007）．一方，ミャ
ンマーでは後期鮮新世まで生き残っていることから，後
期中新世の乾燥化後も，ミャンマー中部ではまだ森林環
境がシワリク層よりも多く残っていたことを示唆する．

カバ科Hippopotamidae
カバ科の起源は中期中新世のアフリカで，後期中新世

の後半にユーラシアに侵入し，ヨーロッパと東アジアに
急速に分布域を広げたと考えられている（Pickford, 1983; 
Boisserie, 2007）．現生のカバ類はアフリカに生息する
コビトカバChoeropsisとカバHippopotamusの2属に分類
され，かつてはアジアの化石カバもHippopotamusに含め
られていた（Colbert, 1935b; Hooijer, 1950など）．しか
しアジア産のカバ化石では下顎切歯の数が6本あること
（Hippopotamsでは4本）などから，現在では全て別属の
Hexaprotodonとして分類されている（Boisserie, 2007）．
シワリク層群で最も古いカバ化石は5.9 Maのものである
が，おそらくその出現は7.2 Maまで遡ると推測されてい
る（Barry et al., 2002）．ミャンマーではイェーナンジャ
ウンの上部中新統から発見されているカバの化石が最古
であるが，追加標本がないことから個体数は少なかった
のかもしれない（Chavasseau et al., 2013）．
シワリクのカバ類はかなり大きな形態的変異を示すが，
現在のところHex. sivalensisとHex. palaeindicusの2種に
まとめられ，さらにいくつかの亜種が知られている．前
者が後期中新世に出現し，大型化しながら多様化したら
しい．後者は鮮新世の末頃から放散を始め，さらに東に
拡散していったと考えられている（Boisserie, 2007）．一
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図5．イラワジ堆積層のアントラコテリウム科化石（A‒D: Microbunodon milaensis; E‒G: Merycopotamus dissimilis）．A，左下顎骨（含m1‒
m3），IR 2188，チャインザウック産：A1，咬合面観；A2，舌側面観．B，右上顎骨（含P4‒M2），IR 2756，チャインザウック産，咬合面
観．C，右P1，IR 1320，チャインザウック産，頬側面観．D，左p1，IR 1321，グウェビン産，頬側面観．E，切歯，IR 1329，チャインザ
ウック産，舌側面観．F，左P3断片，IR 1312，グウェビン産，咬合面観．G，右p3‒p4，IR 1306，チャインザウック産，咬合面観．

図6．イラワジ堆積層のカバ科化石（全て咬合面観）．A，Hexaprotodon iravaticusの頭骨（含左右P2‒M3），IR 0438，ジェビュー・レトマ産．
B，Hex. iravaticusの下顎骨（含右i3, c‒m3, 左c‒p3），IR 0449，ジェビュー・レトマ産．C，Hex. cf. sivalensisの頭骨（含右P3‒M3, 左P4‒
M3），IR 0046，グウェビン産．D，Hex. cf. palaeindicusの右上顎骨（含M1‒M3），MUDG-V 1002，シェインマガ産．
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方，ミャンマーではHex. cf. sivalensis，Hex. iravaticus，
Hex. cf. palaeindicusの3種が確認されている（Thaung-
Htike, 2012; 図6）．Hex. iravaticusはイラワジ堆積層か
ら発見された若い個体の下顎骨を模式標本としていて，
Hex. sivalensisよりも若干小さく，下顎オトガイ部や歯の
形態に差異が見られる．ミャンマーのHex. cf. sivalensis
はシワリクのものよりひとまわり小さく，ジャワ島の小
型のHex. sivalensisの祖先種にあたると考えられている．
より派生的なHex. palaeindicusは更新世以降の地層から
見つかる種で，頬歯の咬頭パターンが複雑であるため容
易に区別できる．ミャンマーのHex. cf. palaeindicusは大
小二つのタイプがあり，小型のものはシワリクのものよ
り明らかに小さいので別種の可能性もある．
Hexaprotodonに限らずカバ科のほとんどの系統では，水

中生活に適応して眼窩の位置が頭骨上面より突出してい
く進化傾向があるが，グウェビンの上部鮮新統から発見さ
れたHex. cf. sivalensisの頭骨は眼窩の位置が頭骨上面よ
り突出していない．パキスタンのシワリク層群ではカバ
科は鮮新世末～前期更新世の間に絶滅しており（Hussain 
et al., 1992; Barry et al., 2002），アジア地域におけるモ
ンスーン気候の発達による乾燥化の影響を受けたと考え
られている．一方，ミャンマーでは後期鮮新世のグウェ
ビン地域から3種類のカバ科の化石が確認されている．ま
たジャワ島では後期更新世まで生き残っていたことから
（Van den Bergh et al., 2001），東南アジアが南アジアよ
りもカバにとって生息しやすい環境だったと推定できる．

マメジカ科Tragulidae
マメジカ科の現生種は森林に生息する夜行性の反芻類

である．現在は南～東南アジアと中央アフリカ西部にしか
分布していないが，その化石は主に南～東南アジア（シ
ワリク，タイ，中国南部），ヨーロッパ，アフリカ北部
などの中新統から発見されている（Rössner, 2007）．最
も古い化石はタイの上部始新統産Archaeotragulusであ
るが（Métais et al., 2001），起源地に関しては不明な点
が多い．シワリク層群から産出したマメジカ科は中型の
Dorcabuneと小型のDorcatheriumに分類されており，それ
ぞれ複数種含む．一方，ミャンマーの新第三系マメジカ
科化石の報告はそれほどない．Noetling（1901）がイェー
ナンジャウンの中部中新統淡水成ペグー層から産出した
小型偶蹄類の下顎臼歯の化石をアントラコテリウム科
のAnoplotherium birmanicumとして報告した．その後，
Pilgrim（1910b）はこの化石をマメジカ科のDorcatherium 
birmanicumに改めている．
最近ではChavasseau et al. （2006）がチャウン

ターに分布する中部中新統から2種のマメジカ科（cf. 
Siamotragulus sp.とcf. Siamotragulus sanyathanai）の歯
の化石を報告している．これらの化石はシワリク層群か
らのDorcatheriumよりもタイの中部中新統産のマメジカ

科化石とよく似ている（Chavasseau et al., 2006）．
我々の共同調査でチャインザウックの下部イラワジ

堆積層（後期中新世後期～前期鮮新世）およびグウェ
ビンの上部イラワジ堆積層（後期鮮新世）の両方から
Dorcabuneと小型のマメジカ科（図7）を発見した．前
者はシワリク層群のDorcabune anthracotheroidesとサイ
ズが非常に近い（Pilgrim, 1915; Colbert, 1935a）．また
後者の小型のマメジカ科は，Colbert（1935a）がシワリ
ク層群から報告したDorcatherium sp.とほぼ同じ大きさ
で，Dorcatherium minusよりも小さい．この小型のマメ
ジカ科はDorcatheriumとはやや異なる特徴も見られるの
で，属レベルの分類を見直す必要がある．

キリン科Giraffidae
イラワジ堆積層のキリン科化石は上部中新統下部

（Hipparionの産出層準）に限られており，産出数もほか
の偶蹄類に比べるとあまり多くない．中新世のユーラ
シア・アフリカ大陸には，中手足骨が太短く現生のオカ
ピOkapia johnstoniのような体型をしたシバテリウム類
Sivatheriinaeが生息していた（Solounias, 2007）．イン
ド・パキスタンのシワリク層群中部からはシバテリウム
類の化石が何種類か発見されており，そのうちブラマテ
リウム属Bramatheriumを主とする中型種がイラワジ堆積
層からも産出している（Lydekker, 1876; Nishioka et al., 
2014など）．
Lydekker（1876）はミャンマー中部の下部イラワジ堆積

層から発見されたシバテリウム類の化石をVishnutherium 
iravaticumとして分類し，またPilgrim（1910a）はミャ
ンマー中部バガンBaganより南方に位置するシングー
Singuから発見された遊離歯化石を用いてHydaspitherium 
birmanicumを記載した．その後Matthew（1929）および

図7．イラワジ堆積層のマメジカ科（小型種）の左下顎骨（含p3‒
m2），IR 1314，チャインザウック産．A，咬合面観．B，舌側面
観．
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Colbert（1938）は，V. iravaticumがシワリク層群ドク・
パタン層から発見されているH. megacephalumと明確に
区別できないと指摘している．最近の研究では，シワリ
ク層群から発見されている種を含めてHydaspitheriumnと
VishnutheriumをBramatheriumのジュニアシノニムとす
る見解が一般的になっている（Geraads, 1986など）．

イラワジ堆積層から報告されているHydaspitherium 
(= Bramatherium) birmanicumとVishnutherium (= B.) 
iravaticumは主に臼歯のサイズ差で区別されているが

（Pilgrim, 1910a），標本数が少なく種内変異の可能性も考
慮すべきであり，イラワジ堆積層のキリン科化石は現段
階でブラマテリウム属の一種Bramatherium sp.とまでし
か分類できない．

シバテリウム類は大型で独特な形をした角と偏平な四
肢骨に特徴があるが，イラワジ堆積層から発見されてい
る化石のほとんどは下顎骨や遊離歯であるため同定が難
しい．Bramatheriumの産出は，現在のところマグウェ
イ地域（テビンガンTebinganなど）とイェーナンジャ
ウン地域の上部中新統下部から発見されており（図8），
これらはウマ科のHipparionの産地と完全に一致してい
る．これらをシワリク層群のドク・パタン層から発見さ
れているシバテリウム類と比較すると，そのサイズは
Bramatherium perimenseよりやや小さく，Hydaspitherium 
(= B.) megacephalumと一致する．さらに，タイ北東部

のコラート化石博物館（ナコンラチャシマ・ラジャバッ
ト大学）にはマグウェイまたはイェーナンジャウン付近
で採取されたとされるBramatheriumの顎歯や四肢骨が
保管されている（Nishioka et al., 2014）．同博物館には，
タイのコラート地域に分布する上部中新統から産出した
Bramatherium化石も収蔵されており，歯の形態はイラワ
ジ堆積層の種と差異がない．

シワリク層群では，シバテリウム類のうち最大種の
Sivatherium giganteumが鮮新世以降も生存していたと
されている(Hussain et al., 1992）．しかし，本種はイラ
ワジ堆積層やタイの新第三系・第四系から見つかって
いないので，東南アジアのキリン科化石は現在のとこ
ろBramatherium sp.一種のみである．ブラマテリウム類

（BramatheriumやHydaspitheriumなどを含むグループ）
は後期中新世末までに絶滅する（Montoya and Molares, 
1991; Barry et al., 2002）．イラワジ堆積層でも，最も調
査の進んでいるチャインザウックとグウェビンからキリ
ン科の化石が産出していないので，ミャンマー中部でも
後期中新世末までに消滅した可能性が高い．

ウシ科Bovidae
イラワジ堆積層のウシ科化石は最も多く標本が発見さ

れているが，その分類は研究者によって様々である（表
1）．Pilgrim（1939）はシワリク層群のウシ科化石に関
するモノグラフの中で，チャインザウック地域やマンダ
レーの南西にあるアヴァAva地域から発見されたウシ科化
石を記載し，Tragoportax cf. islami，Sivaportax dolabella，
Proleptobos birmanicus，?Proamphibos cf. lachrymans，
Pachyportax latidens var. dhokpathanensisの5種に分類し
た．これらのうちTragoportax cf. islami，?Proamphibos cf. 
lachrymans，Pachyportax latidens var. dhokpathanensisの
3種はいずれもインド・パキスタンのシワリク層群（ド
ク・パタン層～タトロット層）から発見されている種に
対比されている．

Colbert（1943）はイラワジ堆積層から見つかった
哺乳類化石をもとにウシ科を6種類報告した．ガゼル
属?Gazella sp.やブルーバック亜科?Hippotraginae gen. et 
sp. indet.，ヤギ亜科Caprinae gen. et sp. indet.といった比
較的小型のアンテロープ類とヤギ類に同定したが，いず
れも角の先端など断片的な標本である．大型種はHemibos 
triquetricornisと?Bibos cf. sondaicusを挙げているものの，
Pilgrim（1939）の記載したProleptobos birmanicusや他
のウシ科と比較されていないので，これらの分類は再検
討すべきである．

イラワジ堆積層のウシ科化石はPilgrim（1939）およ
びColbert（1943）の研究以後半世紀以上に渡って研究
されてこなかった．最近はChit Sein（2006）が博士論
文の中で，ミャンマー中部のテビンガン，チャウサウン
サンKyauksaungsan，チッソンウェKyitsonbweから見つ

図8．イラワジ堆積層のキリン科（Bramatherium sp.）の臼歯列．
A，左上顎骨（含P3‒M3），NM-YNG 012，マグウェイ産，咬合
面観．B，右下顎骨（含m1‒m3），IR 1490，テビンガン産，頬
側面観．C，右下顎骨（含m2‒m3），NM-YNG 007，マグウェイ
産，咬合面観．
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かったウシ科の顎歯化石を記載し，Plesiaddax simplex，
Tragoportax cf. amalthea，T. cf. rugosifrons，Selenoportax 
vexillarius，Selenoportax sp.，Bovidae gen. et sp. indet.の
6種に分類している．ただし，我々の調査隊はマグウェ
イ地域から何十点ものウシ科の角化石を発見したが，そ
れらはSelenoportax vexillariusとPachyportax latidensしか
含まれていなかった．一方，Zin-Maung-Maung-Thein et 
al.（2011）はチャインザウックの哺乳類化石群集を報告
し，Pilgrim（1939）およびChit Sein（2006）による分類
を参照してcf. Tragoportax sp.（小型種），cf. Selenoportax 
vexillarius（中型種），cf. Selenoportax lydekkeri（大型種）
の3種に分けた．Chavasseau et al.（2013）はチャウン
ターとイェーナンジャウンの中部中新統最上部～上部中
新統下部から発見された哺乳類化石群集の中にウシ科を
何種類か報告しているが，いずれの種も分類は定まって
いない．
近年の我々の調査では，上部中新統下部（イェーナ

ンジャウン，マグウェイ），上部中新統上部／下部鮮新
統（チャインザウック），上部鮮新統（グウェビン）の
各層準からウシ科化石を大量に採取してきた．また，こ
れまでほとんど報告が無かった頭骨および角化石の多く

は現地の博物館やコレクターが所蔵しており，これら
を継続的に調査したところイラワジ堆積層のウシ科化
石は小型種5種（Caprinae gen. et sp. indet.，Sivaportax 
dolabella，Duboisia sp.，Helicoportax sp.，Tragoportax sp.），
中・大型種4種（Proleptobos birmanicus，Pachyportax 
latidens，Selenoportax vexillarius，Selenoportax falconeri 
(= lydekkeri)）に分類された（表1）．このほかにミャン
マー各地の博物館にはスイギュウ属Bubalusの頭骨や角，
顎歯化石が収蔵されている．産地や年代は不明だが，少
なくともチャインザウックとグウェビンからBubalusに
分類される化石は発見されていないので，その出現年代
は第四紀である可能性が高い．
ヤギ亜科の一種Caprinae gen. et sp. indet.はチャインザ

ウックから角の破片が1点だけ発見されている（図9A）．
細長くねじれが強い角で，現生のヤギやカモシカとは異
なる．このようなタイプのアンテロープ類は通称“Spiral-
horned antelopes”と呼ばれており，中新世のアフリカ
やヨーロッパ，イラン，中国に広く分布していた系統で
ある（Watabe, 1990; Geraads and Güleç, 1999; Zhang, 
2003; Bibi, 2011など）．南アジアのシワリク層群と東南
アジアからは全く報告の無い重要な化石記録でもある．
Sivaportax dolabellaはPilgrim（1939）の記載した角が
唯一の標本であったが，その後チャインザウックやグウェ
ビンから追加標本が多く発見されたので（図9B），イラ
ワジ哺乳類相を代表するウシ科の一種であることが明ら
かになった．Sivaportaxはジャワ島の下部～中部更新統
から見つかっているデュボイシア属Duboisiaおよび現生
のニルガイ属Boselaphusを含むニルガイ族Boselaphiniに
含まれると考えられているが（Pilgrim, 1939），前頭骨
から角の基部にかけての形状を比較するとニルガイ族と
区別され，ProtragocerusやTragoportaxを含むトラゴポル
タキン族Tragoportaciniと類似している．ミャンマーから
Duboisiaの頭骨も1点だけ発見されている（図9C）．バガ
ンの遺跡発掘中に上部イラワジ堆積層または中期更新世
以降の沖積層から産出した標本で，Sivaportaxよりも短
く前後に扁平な角をしている．これらの他にHelicoportax 
sp.とTragoportax sp.に同定された角がそれぞれイェーナ
ンジャウンとチャインザウクから発見されているが，種
分類についてはまだ検討の余地がある．
中・大型のウシ科であるProleptobos birmanicus，
Pachyportax latidens，Selenoportax vexillarius，S. falconeri
はいずれもウシ族Boviniの初期グループ（stem Bovini）
で，それぞれ歯のサイズや形状がよく似ているため顎歯
では種を識別することが困難だが，頭骨および角の形態
差は明確である（図9D‒G）．Proleptobos birmanicusはも
ともと角をもたない雌の頭骨を模式標本として記載され
たが，新たな標本では側頭骨から後頭骨の間にかけて発
達する側頭隆起が強く，この外形が正方形である特徴な
どが模式標本と一致することから，その雄（角）の形態

表1．イラワジ堆積層のウシ科化石の主な分類史．

Pilgrim (1939) Tragoportax cf. islami 

Sivaportax dolabella 

Proleptobos birmanicus 

?Proamphibos cf. lachrymans 

Pachyportax latidens var. dhokpathanensis 

Colbert (1943) ?Caprinae gen. et sp. indet. 

?Hippotraginae gen. et sp. indet. 

?Gazella sp. 

?Boselaphinae gen. et sp. indet. 

Hemibos triquetricornis 

?Bibos cf. sondaicus 

Chit Sein (2006) Plesiaddax simplex 

Bovidae gen. et sp. indet. 

Tragoportax cf. amalthea  

Tragoportax cf. rugosifrons 

Selenoportax vexillarius 

Selenoportax sp. 

Zin-Maung- 

Maung-Thein et al. (2011)�
cf. Tragoportax sp. 

cf. Selenoportax vexillarius 

cf. Selenoportax lydekkeri�

ຌڂݜ 
Caprinae gen. et sp. indet. 

Helicoportax sp. 

Tragoportax sp. 

Sivaportax dolabella 

Duboisia sp. 

Proleptobos birmanicus 

Pachyportax latidens 

Selenoportax vexillarius 

Selenoportax falconeri 
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が判明した．Proleptobos birmanicusの角は円錐形で左右
ほぼ平行に伸び，鮮新世に出現したLeptobosと類似してい
る．一方，SelenoportaxやPachyportaxの角は前後に鋭い
稜線（keel）が発達し，断面が楕円形または三角形にな
る．角軸は基部で外側に広がり，中心付近でねじれなが
ら内側に向かって湾曲している．Proleptobos birmanicus
と比較するとSelenoportaxやPachyportaxの頭骨は側頭隆
起の面積が大きく起伏が小さいので，化石としてよく産
出する脳頭蓋部分でも区別できる．

Pilgrim （1939） が Tragoportax や Proamphibos と
記載した標本は，その角の形状がSelenoportaxまた
はPachyportaxと類似するので誤同定と考えられる．
Colbert（1943）の報告したCaprinae gen. et sp. indet.は

Sivaportax dolabellaの角と同様である．また，?Gazella 
sp.や?Hippotraginae gen. et sp. indet.の角とされる標本
はいずれも真っすぐな円錐形をしており，Proleptobos 
birmanicusの角の先端部と外見が一致する．Hemibos 
triquetricornisとされている頭骨は比較的大きく，内外両
方向に膨らんだ角断面を持つのでSelenoportax falconeri
のものであろう．

奇蹄類・偶蹄類化石群集の年代変化
淡水成ペグー層およびイラワジ堆積層を含めたミャン

マー中部の新第三系哺乳類相は従来下部イラワジ相と上
部イラワジ相に分けられてきたが（Colbert, 1938など），

図9．イラワジ堆積層のウシ科化石．A，Caprinae gen. et sp. indet.の右角，IR 3138，チャインザウック産：A1，前面観；A2，後面観． 
B，Sivaportax dolabellaの左角，IR 1576，グウェビン産：B1，内側面観；B2，前面観．C，Duboisia sp.の頭骨，BAM 558/99，バガン産，左側
面観．D，Proleptobos birmanicusの頭骨，個人蔵，ミャンマー中部産，前面観．E，Pachyportax latidensの頭骨（左半分），NPT 2015/01/2356，
ミャンマー中部産，前面観．F，Selenoportax vexillariusの頭骨，IR 3693，チャインザウック産，前面観．G，Selenoportax falconeriの頭骨，
個人蔵，ミャンマー中部産，前面観．DからGは左角基部の断面を描いた（略語: an, anterior; la, lateral）．
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各産地の哺乳類化石群集を属レベルで比較すると，（1）
中期中新世，（2）後期中新世前期，（3）後期中新世末～
前期鮮新世，（4）後期鮮新世の4つの年代群集に細分で
きる（高井ほか，2018）．
中期中新世の哺乳類相はチャウンターやタンビンカン

の化石群集が相当する（Chavasseau et al., 2006, 2013; 
Thaung-Htike et al., 2008; Zin-Maung-Maung-Thein et 
al., 2010; Tsubamoto et al., 2012）．奇蹄類と偶蹄類は
サイ科のBrachypotherium，アントラコテリウム科の
Microbunodon，イノシシ科のListriodon，Tetraconodon
（またはConohyus），マメジカ科のcf. Siamotragulusと
いった絶滅属で構成されており，現生属は含まれていな
い．この時代の化石はまだデータが十分とは言えない
が，BrachypotheriumやMicrobunodon，Conohyusの産出
がシワリク層群チンジ層（中期中新世末）の化石群集と
対応づけられている（Takai et al., 2006; Chavasseau et 
al., 2013）．一方，タイの中部中新統から上部中新統でも
Brachypotherium，Conohyus，Siamotragulusが見つかって
いるため（Ducrocq et al., 1994; Chaimanee et al., 2007），
この時代の哺乳類相はミャンマーとタイで共通している．
Pickford et al.（2004）はタイ北部チェンムアンChiang 
Muanから発見された中期中新世の哺乳類化石群集を中国
雲南の同年代の化石群集と対比して，類人猿や長鼻類が
シワリク層群の種よりも類似していると指摘した．確か
に，イノシシ科のPropotamochoerus wuiなどミャンマー
と中国をつなぐ化石種も発見されているが，これらの哺
乳類相を一連のものとして考えるには議論の余地がある．
後期中新世前期の哺乳類相はイェーナンジャウン（下

部イラワジ堆積層）やマグウェイ南部の化石群集が相
当する（Chavasseau et al., 2013; 本研究）．ウマ科の
Hipparionとキリン科のBramatheriumの産出が特徴で，そ
の他MerycopotamusやPropotamochoerusなどアントラコ
テリウム科とイノシシ科の多様性が増加する．この年代
のウシ科化石の分類は不明であるが（Chavasseau et al., 
2013），我々の調査ではマグウェイとイェーナンジャウン
から初期のウシ族であるSelenoportaxとPachyportaxの角
化石が発見されている．シワリク層群ではS. vexillarius，
S. falconeri，P. latidens（S. giganteusを含む）がそれぞ
れ10.2～9.8 Ma，9.3～8.9 Ma，8.5～7.3 Maの層準か
ら発見されており出現年代が重ならないが（Gentry et 
al., 2014），後期中新世前期以降のミャンマー中部では
SelenoportaxとPachyportaxが共存していた可能性が高い．
後期中新世末～前期鮮新世の哺乳類相はチャインザ

ウックの化石群集が相当する（Zin-Maung-Maung-Thein 
et al., 2011など）．中期中新世のBrachypotheriumや後期
中新世前期まで生存していたHipparionは，後期中新世
後期以降の産地から全く発見されていない．この時代の
哺乳類相は，7～6 Ma頃にアフリカからアジアに移入し
たとされているカバ科のHexaprotodonが出現することで

特徴づけられている（Barry et al., 2002; Vignaud et al., 
2002; Thaung-Htike, 2012）．イノシシ科はTetraconodon
や Parachleuastochoerus が 消滅し， Sivachoerus と
Propotamochoerusのみになる．アントラコテリウム科は
属レベルで変化がなく，MicrobunodonとMerycopotamus
が後期鮮新世まで共存している．後期中新世前期のマメ
ジカ科化石の分類は不明であるが，後期中新世後期以降
はDorcabuneと小型のマメジカ科のみとなる．キリン科
のBramatheriumはシワリク層群で10.3～7.1 Maの間に
出現するので（Barry et al., 2002），チャインザウックか
らBramatheriumの化石が見つからないということは化石
群集の年代が7 Ma以降という推定と矛盾しない．
南アジアでは後期中新世にウシ科が多様化し，数十種

類報告されている（Pilgrim, 1939）．一方，イラワジ堆積
層のウシ科はそれほど種数が多くなく，後期中新世後期
からSivaportax，Selenoportax，Pachyportax，Proleptobos
が代表的な属となる．このうちSivaportaxとProleptobos
は今のところイラワジ堆積層からしか報告されていな
い固有系統なので，他の産地との年代対比はできない．
SelenoportaxとPachyportaxは後期中新世の前期から後期
まで生存していたと考えられるが，シワリクの例ではS. 
vexillarius，S. falconeri，P. latidensの3種がこの順に入れ
替わって出現するのに対して（Gentry et al., 2014），ミャ
ンマーでは3種が共存していた点は興味深い．これはイラ
ワジ哺乳類相においてウシ科全体の多様性が低いことと
関係しているのかもしれない．ミャンマーとタイの後期
中新世の哺乳類相は少なくとも属レベルで共通しており
（Hanta et al., 2008; Nishioka et al., 2014），Selenoportax
とPachyportaxも両地域から同種が見つかっているが，
SivaportaxとProleptobosはタイに分布していなかったよ
うである．
後期鮮新世の哺乳類相はグウェビンの化石群集が相当
する（Nishioka, 2013; Nishioka et al., 2015など）．基本
的にグウェビンから見つかっている奇蹄類・偶蹄類化石
はチャインザウックの化石群集と共通する種が多く，こ
の年代から現生属も増加する．サイ科は後期中新世後期
から鮮新世にかけてRhinocerosが中心であるものの，グ
ウェビンからはDicerorhinusも見つかっているので，現在
東南アジアに生息するジャワサイR. sondaicusとスマトラ
サイD. sumatrensisにつながる系統が後期鮮新世までに出
現したと考えられる．イノシシ科ではSivachoerusを含む
テトラコノドン類が消滅し，イノシシ属Susに類似した種
が出現する．ウシ科はPachyportaxやSelenoportaxのよう
なウシ族の幹群が消滅し，固有種のSivaportax dolabella
とProleptobos birmanicusのみ残存している．
以上ミャンマー中部における新第三紀の奇蹄類・偶蹄

類化石群集を4つの年代区分に分けて動物相の変化を考
察した．従来，イラワジ哺乳類相の年代はシワリク哺乳
類相の産出層序と対比して推定されてきたが，ウシ科の
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例からもわかるとおり，両者の動物相の種構成は同年代
で必ずしも一致していない．現状，イラワジ哺乳類相の
年代を決定するうえで哺乳類化石の生層序対比以外の手
段はないが，シワリク哺乳類相との比較による安易な推
定がどこまで信頼できるのか検証することが今後の課題
である．

新第三紀後半のミャンマー中部の古環境
草食動物である奇蹄類と偶蹄類化石に基づき，その食

性を推定することで古環境を復元できる．チャインザウッ
ク（後期中新世末～前期鮮新世）から見つかった哺乳類化
石の歯のエナメル質に含まれる炭素安定同位体比（δ13C）
を比較すると，当時のミャンマー中部は森林環境から草原
環境への移行段階にあったと推定されており，年代のよ
り進んだグウェビン（後期鮮新世）においても類似の環
境だったことが明らかにされている（Zin-Maung-Maung-
Thein et al., 2011; Zin-Maung-Maung-Thein, 私信）．また，
Nishioka（2013）はイラワジ堆積層から産出したウシ科
化石を用いて臼歯形態のメソウェア解析（Fortelius and 
Solounias, 2000）を試みた結果，3タイプのウシ科（小
型種，中型種，大型種）がいずれも「C4植物食を主とす
るC3-C4植物食の中間型graze-dominated mixed feeder」
に属することを示した．これは炭素安定同位体分析の結
果を支持している．
イラワジ哺乳類相は前述のとおり4つの異なる年代群

集に細分できるが，とくに後期中新世前期と後期の間で
奇蹄類と偶蹄類の種構成が大きく変化している．中期中
新世に生息していたとされるBrachypotherium perimense
は炭素・酸素安定同位体分析に基づくと森林棲でカバの
ような半水棲生活をしていたと考えられている．後期中
新世前期のHipparionもC3植物食であったことが示され
ていることから，中期中新世～後期中新世前期のミャン
マー中部は比較的密な森林環境であったことが明らかで
ある（Jaeger et al., 2011）．しかし，後期中新世後期に
なると，BrachypotheriumやHipparion，Bramatheriumの
ような典型的なC3植物食の種（browser）が消滅する．
森林棲の傾向が強いイノシシ科も多様性が極端に低下す
る．後期中新世前期まではListriodonやテトラコノドン類
が数種類共存していたが，後期中新世末以降テトラコノ
ドン類はSivachoerus priorの1種のみになり，後期鮮新世
には消滅する．炭素安定同位体分析によるとSivachoerus
はC3植物食（browser）であることが示されているため
（Zin-Maung-Maung-Thein et al., 2011），草原環境の拡大
とともにイノシシ科の多様性が低下したと思われる．
ウシ科の現生種は森林棲の種から草原棲の種まで様々

である．Chavasseau et al.（2006）はチャウンターから
低歯冠の種類を報告しているが，後期中新世後期以降の
産地から産出するウシ科の臼歯はいずれも比較的大型で

高歯冠であることから（Nishioka, 2013），炭素安定同位
体分析およびメソウェア解析の結果も考慮するとこの時
代の種は全て草原適応していた可能性が高い．さらに，
典型的なC4植物食の種（grazer）であるHexaprotodonの
出現は草原環境の指標となる（Zin-Maung-Maung-Thein 
et al., 2011）．Hexaprotodonがアジアに侵出した年代（約
7～6 Ma）の前後で草原の拡大が起き，これに伴って哺
乳類の種が大きく入れ替わったのではなかろうか．
チャインザウックとグウェビンの奇蹄類・偶蹄類化石
群集を比較すると，種構成も炭素安定同位体比も両地域
（年代）間でほとんど変わらないので，後期中新世末から
後期鮮新世における環境は比較的安定だったと考えられ
る．チャインザウックのHexaprotodonがHex. cf. sivalensis
とHex. iravaticusの2種であるのに対し，グウェビンから
はさらにHex. cf. palaeindicusが加わるため草原環境の拡
大が多少あった可能性を示唆しているが，あまり顕著な
変化ではない．ウシ科のBosやBubalusのような典型的な
草原棲の種が出現するのは更新世以降と推定されるため，
急激な乾燥化が起きたのは第四紀ということになる．
シワリク層群から見つかっているHipparionの歯のエ
ナメル質を用いた炭素安定同位体分析によると，9.1 Ma
ではC3植物を主に摂取していたが8.1 MaではC4植物が
主となり，6～5 Maで完全にC4植物食に適応したことが
示されている（Cerling et al., 1993; Nelson, 2003）．パ
キスタン北部の中新世Hipparionでも同様の傾向が見ら
れ，9.3‒9.2 Maと8.1 Maの間で森林棲から草原棲への変
化が示唆されている（Nelson, 2003, 2007）．前述したと
おり，イラワジ哺乳類相とシワリク哺乳類相は必ずしも
一致していない．とくに後期中新世後期以降，シワリク
ではC3植物からC4植物への移行とその動物相の変化が
明確だが，ミャンマー中部では哺乳類相にほとんど変化
が見られない．これは南アジアと東南アジア大陸部の間
で動物相の構成だけではなく，環境変化の程度にも差が
あった可能性を示唆している．

まとめ
ミャンマー中部の新第三系から産出するイラワジ哺乳

類相のうち，奇蹄類と偶蹄類について最近の発見をもと
に分類学的観点から総括した．これまでにミャンマー・
日本共同古生物調査隊が採取した奇蹄類・偶蹄類化石
標本（計2851点）のうち科レベルでの比率を算出する
と，ウシ科（76.7 %）が圧倒的に多い．次いで，サイ科
（8.7 %），カバ科（8.2 %）も比較的多く産出しており，
これらの分類群だけで90 %以上を占めている．炭素安定
同位体分析によると，後期中新世～鮮新世におけるサイ
科のRhinocerosまたはDicerorhinusは森林棲（browser）
であり，一方でカバ科のHexaprotodonは草原棲（grazer）
であることが示されているため，当時のミャンマー中部は
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森林と草原の混在する環境だったと推測される．中期中
新世末～後期中新世前期に生息していたBrachypotherium
やHipparion，Bramatheriumなど森林棲の種が消滅し，後
期中新世後期以降に草原棲のHexaprotodonや多様なウシ
科と入れ替わるのは，後期中新世の間に動植物相の変化
があったことを示している．一方，後期中新世末～後期
鮮新世にかけて，奇蹄類と偶蹄類は種がほとんど変化し
ていないため，この時代は比較的安定な環境であり，急
激な乾燥化が進行したのは第四紀と考えられる．こうし
たイラワジ哺乳類相の年代変化が南アジアのシワリク哺
乳類相のケースと一致しないのは，新第三紀後半の東南
アジア大陸部とその哺乳類相がインド亜大陸から孤立し
ており，独自の進化史をたどっていたからなのかもしれ
ない．
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